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項目 発行年 著者 内容 
教材・教具 2017 瀬川真由 14 インクルーシブ教育の視点を取り入れ
た教材・教具 





2015 荒井裕明ら 34 Mathmatica を活用した数学教育支援 
2015 風間喜美江ら 32 情報端末の活用と図形を動的に捉える
活動 
2018 二澤善紀ら 37 関数指導用 
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2019 渋谷直樹ら 31 三角形の合同証明用学習支援システム 
「なぞる」 
2019 古園憲一郎ら 33 Moodle を用いた学習支援 








2012 藤原洋樹ら 39 学習困難を示す中学生のオープン教
室における学習指導 
2015 山谷敬三郎ら 50 毎時間 5 分から 10 分の学び合いタイ
ム 
2016 中村好則ら 18 高等学校での対話型アクティブ・ラ
ーニング 
2016 佐々木一圭ら 38 定時制高校での協同学習に相互依存
型集団随伴性を組み合わせた介入 
2018 菊地利幸ら 20 音声計算、5 分 5 問計算トレーニング 
個人と 3 人組グループ学習 
2019 石川高揮ら 43 学習意欲が低い生徒も学びに向かえ
る授業 
































2003 柳本成一 40 触覚情報にもとづく思考活動をベー
スにした授業 
2004 松岡由布子ら 41 生 徒 の 誤 り に 対 し て 生 徒 自 身 が
intuitive rule の効力を認識し克服
していける支援のあり方 
2010 遠藤愛 28 算数文章題解決のための学習支援 
2011 今井俊彦ら 27 基本的な計算能力学習のための個別
指導 
2016 舩越咲ら 30 図形問題・文章題・計算問題の支援 
2016 林美津子ら 44 分数の支援授業 
2018 松尾奈美 42 子どもの認知に着目した個別支援の
授業（一次関数） 





























































2 Kucian K,von Aster M.(2015)「Developmental dyscalculia.」，『Eur J 
Pediatr.Jan;174(1)』pp.1-13. 
3 土田優子（2011）「ＬＤ傾向生徒の自己肯定感を高める支援の在り方-ＰＤ
ＣＡサイクルの評価を活用して-」,『教育実践研究第 21 集』,pp.257-262 
4 文部科学省（2019）平成 30 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上
の諸課題に関する調査結果について 
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/10/1422020.htm  (2020/12/24 最終閲覧) 
5 中村好則（2013）「算数障害児童生徒への一斉授業における支援の現状と課
題」，『数学教育学会誌 54 巻 1-2 号』，pp.1-11 
6 佐々木朋広・武田篤（2012）「ＬＤ等を対象とした中学校通級指導教室の現
状と課題～中学校通級指導教室を担当する教員へのインタビュー調査から
～」，『秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要第 34 号』，pp.81-91  
7 秋元有子(2017)「数学的思考の視点から見た算数障害」，『教育心理学研究
65 巻１号』，pp.106-119  
8 熊谷恵子・山本ゆう（2018）「通常学級で役立つ算数障害の理解と指導法」  
『学研教育みらい』，pp.16-77 
9 熊谷恵子（2016）「算数障害とは」，『こころの科学 187 号』，pp.46-52,日本
評論社 
10 宮崎真弓・山本利和（2016）「ある算数障害児のつまずきの解明とその指導」，         
『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門 65 巻第１号』，pp.167-179 
11 黄 淵熙（2019）「算数障害のある子どもへの数概念の指導」，『東北福祉大
学教育・教職センター特別支援教育研究年報第 11 号』，pp.3-13 
12 稲垣真澄・米田れい子（2017）「総論：医療の立場から」，『児童青年精神医













総合教育科学系 69 巻 1 号』，pp.169-178  
16 宮城麻里（2019）「個々の特性を活かした授業づくりの一考察 ： この支援
から全体への指導・支援という視点に着目して」，『琉球大学大学院教育学
研究科高度教職実践専攻年次報告書 3 号』，pp109-116  
17 山下綾子・岡村章司（2018）「中学校通常学級における授業改善のための コ
ンサルテーションの効果-学年会におけるアセスメントに基づく支援の検
討を通して-」，『LD 研究 27 巻 4 号』，pp.478-490 
18 中村好則・佐々木全・小田島新（2016）「特別な支援が必要な生徒が多く在
籍する高校での 数学指導に関する調査研究-対話型アクティブ・ラーニン
グによる支援の現状と課題-」，『数学教育学会誌 57 巻 1-2 号』，pp.478-490 
19 渡部 陽平（2019）「中学校数学における生徒同士の〈支援する－受ける〉
という場面での話し合いに関する研究-生徒個人の理解に焦点を当てて-」，
『上越数学教育研究第 34 号』，pp.59-70 
20 菊地利幸・細貝和基（2018）｢生徒が主体的に取り組める中学数学の指導法









ンター研究紀要第 15 号』，pp.69−78 
24 小泉健輔（2020）「生徒による電卓の選択的な活用を前提とした数学科授業
に関する一考察」，『日本科学教育学会研究会研究報告 34 巻第 7 号』，pp.61-
64 
25 平田永哲（2000）｢通常学級における LD 児理解と個別指導の必要性(2)-算
数の学習に困難を示す LD サスペクト児の指導事例を通して-｣，『琉球大学
教育学部障害児教育実践センター紀要第 2 号』，pp.17-30 
26 小田切忠人（2002）｢学習障害サスペクト児の数学学習(事例研究)V : 数学
学習の可能性と学習困難｣，『琉球大学教育学部障害児教育実践センター紀
要』，pp.17-40 
27 今井俊彦・黒田吉孝（2011）｢計算能力に困難がある ADHD・LD 事例と知的
障害学級在籍事例への支援を通した比較研究｣，『滋賀大学教育学部紀要, 




解決のための学習支援」，『教育心理学研究 58 巻第２号』，pp.224-235 
29 牧野桂一（2010）「入門期の数の理解につまずく学習障害児の算数指導」，
『筑紫女学園大学・短期大学部人間文化研究所年報第 21 号』，pp.219-234 
30 舩越咲・岡直樹・森田愛子（2016）「図形問題や文章題に困難を示す中学生





川大学教育学部研究報告第 2 部 65 号』，pp.39-52 
33 古園憲一郎・葛崎偉（2019）Moodle を用いた中学校数学の学習支援 山口
大学教育学部研究論叢-petit.lib.yamaguchi-u.ac.jp  (2020/8/1 閲覧) 
34 荒井裕明・藤井利江子・戸塚英臣・鈴木潔光（2015）「Mathematica を活用
した中学生に対する数学教育支援 (数学ソフトウェアとその効果的教育利
用に関する研究)」，『京都大学数理解析研究所講究 1951 巻』，pp.182-189 
35 原健太郎・渡辺雄基・清水克彦（2020）「夜間定時制高校数学科での学習用 
動画を使用した授業の ADDIE モデルに基づく開発」，『科学教育研究 44 巻 2
号』，pp.135-147 
36 中村好則（2014）「算数学習におけるつまずきと支援の分析」，『数学教育学
会誌 55 巻 3-4 号』，pp.109-118 
37 二澤善紀・渡邉伸樹・渡邉伸樹（2017）「中学校数学科における関数教育の
基礎研究」，『佛教大学教育学部学会紀要第 16 号』，pp.13-26 
38 佐々木一圭・関戸英紀（2016）「特別な教育的ニーズのある定時制高校生に
対する学習支援-協同学習に相互依存型集団随伴性を組み合わせた介入の





業原理に関する研究」，『数学教育学会誌 44 巻第 1-2 号』，pp.61-71 
41 松岡由布子・溝口達也（2004）数学的問題解決における Intuitive Rule の
同定 Identification of Intuitive Rule in Mathematical Problem 
Solving：“0 is nothing」，『鳥取大学数学教育研究紀要６巻』NO.5 
42 松尾奈美(2018)「子どもの認知に着目した個別支援の授業づくり-集団思考
を促す中学校数学の教材研究と実践」，『広島大学大学院教育学研究科紀要 
第三部第 67 号』，pp.117-125 
43 石川高揮・立花正男（2019）「学習意欲が低い生徒も学びに向かえる授業の
構成-中学生における数学嫌いの要因を基に-」，『岩手大学大学院教育学研








&item_no=1&attribute_id=4&file_no=1 (2020/12/24 最終閲覧) 
45 植木理恵（2000）「学習障害児に対する動機づけ介入と計算スキルの教授-





法的アプローチ」，『佐賀大学教育実践研究第 28 号』，pp.91-102 
48 大塚玲・中村恭子・山元薫・岡本康哉「小・中学校における特別な支援を
必要とする児童生徒に対する合理的配慮」，『静岡大学教育学部研究報告. 
人文・社会・自然科学篇 68 巻』，pp.101-116 







行研究論文の紹介-」，『畿央大学紀要 17 巻第１号』，pp.27-38 
                                            
A Review of Interventions for Students with Dyscalculia 
 
SUEHIRO Kumiko*1, OHMORI Iori*2,   
 
The purpose of this study was to review the interventions and practice of learning 
support for students with dyscalculia in regular junior high school. We conducted 
a literature survey focusing on the following four points: (1) learning form, (2) 
ICT and teaching materials, (3) learning content, and (4) motivation to learn. 
Based on the assessment of the disability of students, appropriate learning forms 
and teaching materials should be selected. It is recommended to build a support 
system at school. In the leaning content, there were many practical examples of 
individual support in the "number and formula" area. Psychological support for 
students with dyscalculia is needed to motivate them to learn. It was pointed out 
that it is necessary to support while respecting the will of the students. Future 
tasks are to verify new support methods and contents using ICT and their effects, 
and to develop learning support contents tailored to the individual characteristics 
of students with dyscalculia. and select flexible support methods according to the 
算数障害生徒への学習支援に関する文献レビュー
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student's situation. It is important to select a flexible support method according 
to the student’s situation. 
 
Keywords :  Dyscalculia，learning disability，learning support，Junior high school 
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